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①　企業情報
	企業名
	

	住所
	

	代表者職・氏名
	

	メールアドレス
	

	電話番号
	
	FAX番号
	


②　作りたい「機能性表示食品」のイメージ 
	届出をしようとする
機能性表示成分
	

	システマティックレビュー入手先
（〇をつけてください。）
	・機能性表示成分の原料販売会社　　・農研機構　　　・自社で作成
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	既存商品情報（ブラッシュアップではなく、新規で商品開発する場合は記載不要です。）

	商品名
	

	主な原材料
	

	商品形状
	

	価格
	　
	製造ロット数
	個／日

	販売方法
	直販 ・ WEB ・ 卸販売（卸先：　　　　　　　　）・ その他（　　　　　　　　）

	それをどのようにブラッシュアップしたいですか？



	開発モデル商品のイメージ
	主な原材料
	

	
	商品形状
	

	
	表示したい
健康機能
	

	
	青森らしさ
	

	
	使用する
県産食材
	※使用割合は問いませんので、一部でも使用する県産食材については、記入をお願いします。

	
	価格
	
	製造ロット数
	個／日

	
	販売方法
	直販 ・ WEB ・ 卸販売（卸先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	販売目標
	初年度：　　　　　　　　　　　　　　　　　三年後：

	
	広告予算
	

	機能性表示食品に関する

商品開発担当者（任意）
	所属・役職：
氏名：

	その他、開発する機能性表示食品の構想など（特徴、ターゲット、販売戦略、広報戦略などを具体的に）
	


③　企業概要
	代表者
	
	従業員数
	

	HACCP
	あり　　・　　なし
	資本金
	
	年間売上高
	

	主な業務内容
	

	主な取扱商品
	

	主力商品
	

	主力商品の特徴
	

	主力商品の売上高
	


※以下の事項に同意した上で申し込んでください。
＜応募資格＞

・「機能性表示食品」、または「りんごを使った健康志向食品」のいずれかの商品開発に取り組む県内事業者であること。
・原則として、全ての商品開発会議（４回）に参加できること。
・商品発表会で取組内容や開発商品を発表するなど、県の広報（テレビやパンフレット等）における商品の開発経緯等の紹介に協力できること。
・本事業で開発した商品を自社でＰＲする際は、本事業を活用して取り組んだことを周知すること。
＜留意事項＞
・商品開発費は応募者の負担となること。
　　・専門家からアドバイスを行いますが、各種法令の遵守義務は応募者にあることに留意すること。
　　・本事業による商品開発に向けた支援は令和６年３月１５日をもって終了すること。
　　・新たに機能性成分の調査研究を行うものではないこと。

機能性表示食品開発モデル商品 申込書


申込〆切　令和5年７月１８日（火）


申込み先メール m-hatakeyama@rab-service.co.jp 又はFAX 017-742-7711　


㈱RABサービス内　第一営業部営業課　畠山　行き








→２枚目に続きます。





モデル商品は、県と専門家による厳正なる審査を行って決定し、審査結果は書面で連絡します。








